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警
視
庁
犯
罪
被
害
者
支
援

室
の
協
力
に
よ
る
「
性
犯
罪

被
害
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た

め
に
～
演
習
と
実
技
演
習

（
護
身
術
）
」
が
、
１２
月
４

日
に
行
わ
れ
た
∥
写
真
。
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
３
回
目

の
開
催
。

参
加
し
た
法
学
部
の
学
生

１８
人
は
、
も
し
も
自
分
が
、

あ
る
い
は
身
近
な
人
が
性
犯

罪
な
ど
の
被
害
に
遭
っ
た
場

合
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い

の
か
、
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
に
は
ど
う
自
分
で
身
を
守

れ
ば
よ
い
の
か
―
―
な
ど
、

性
犯
罪
対
策
に
関
す
る
実
践

的
な
講
義
を
受
け
た
。

続
い
て
、
身
を
守
る
た
め

に
役
立
つ
護
身
術
の
基
本
を

練
習
。
襲
わ
れ
そ
う
に
な
っ

た
ら
「
大
声
を
出
す
」
「
護

身
術
で
相
手
を
振
り
払
い
、

と
に
か
く
走
っ
て
逃
げ
る
」

な
ど
ポ
イ
ン
ト
を
聞
き
、
２

人
ペ
ア
と
な
っ
て
実
技
を
学

ん
だ
。

内
科
校
医
に
よ
る
保
健
室

健
康
講
座
「
『
た
ば
こ
の
害

に
つ
い
て
考
え
る
』
～
お
肌

の
大
敵
タ
バ
コ
！
『
い
つ
止

め
る
？

今
で
し
ょ
‼
』

～
」
が
１２
月
２
日
に
行
わ
れ

た
。
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

昨
年
度
か
ら
健
康
支
援
活
動

の
一
環
と
し
て
講
演
会
を
開

催
し
て
い
る
。
参
加
し
た
法

学
部
の
学
生
２８
人
は
、
講
演

を
聴
い
た
後「
や
に
け
ん
」を

体
験
し
、
喫
煙
や
受
動
喫
煙

の
害
に
つ
い
て
、
自
分
の
体

内
汚
染
状
況
を
確
認
し
た
。

「
や
に
け
ん
」
と
は
、
唾

液
中
の
喫
煙
に
よ
る
体
内
の

残
留
タ
ー
ル
を
調
べ
る
検
査

で
、
試
験
紙
に
唾
液
を
つ
け

て
１
分
で
結
果
が
出
る
。
検

査
は
神
田
保
健
室
で
い
つ
で

も
受
け
ら
れ
る
。

こ
の
機
会
に
、
タ
バ
コ
を

吸
う
人
も
吸
わ
な
い
人
も
、

日
ご
ろ
受
動
喫
煙
が
気
に
な

っ
て
い
る
人
も
、
一
度
試
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
学
生
相
談
室
〉

冬
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
あ
な
た
を
輝
か
せ
る

セ

ン
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」

「
無
難
な
色
選
び
か
ら
戦

術
的
な
色
選
び
へ
」
を
副
題

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
。
自
分
に
似
合
う
色
の

選
び
方
に
加
え
、
正
し
い
姿

勢
や
発
声
を
練
習
す
る
。

▽
日
時
∥
１
月
２８
日
（
火
）

１０
時
３０
分
～
１６
時
３０
分
▽
会

場
∥
専
修
大
学
生
田
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
▽
講
師
∥

大
貫
い
つ
き
氏
（
カ
ラ
リ
ス

ト
、
日
本
色
彩
学
会
会
員
）

ほ
か
▽
参
加
費
無
料

※
申
し
込
み
締
め
切
り
は
１

月
２０
日
（
月
）
。
申
し
込
み

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
学
生
相
談
室
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

恩
師
の
喜
寿
祝
う

６
年
ぶ
り
松
原
会

名
誉
教
授
の
松
原
成
美
ゼ

ミ
Ｏ
Ｂ
会
で
あ
る
「
松
原

会
」
が
１１
月
１７
日
、
東
京
品

川
区
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
イ
ン
東
京
で
開
催
さ
れ

た
∥
写
真
。
６
年
ぶ
り
の
開

催
。
出
席
者
６８
人
は
、
喜
寿

を
迎
え
た
松
原
名
誉
教
授
を

祝
福
。
仲
間
た
ち
と
の
久
し

ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
、
学
生

時
代
に
思
い
を
馳
せ
、「
絆
」

を
確
か
め
合
っ
た
。

（
關
綾
・
平
１３
院
商
修
）

「略字符」というものがあります。

英語では apostrophe と言い、「略符

号」とも訳されます。can not を短

縮するときに、n と t の間に書く

「’」のことで、母音を省略する際

の記号として用いられますね。韻律

を整えるための詩の表現とか、ある

いは俗語などの場合に、しばしばお

目にかかるようです。例えば「ごき

げんいかがですか？」をドイツ語で

は「ヴィー・ゲート・エス？（Wie

geht es？）」と言います。英語なら

ば現在進行形で How is it going？

と言うのに等しいでしょう。

もちろんエス（es ＝ it）が形式

的な主語であることは言うまでもな

く、従って es の e を省略して短く

言う場合が普通で、「ヴィー・ゲー

ツ？（Wie geht's？）」となります。

会話の入門レベルの練習で、必ず出

てくるド基本表現なのですが、実は

この省略記号を省略するドイツ人が

非常に多く、そのためかどうか、新

正書法では「省略記号は書いても書

かなくても良い」というドイツ人ら

しからざる（？）アバウトな対応に

なったようです。

外国語の習得に際しても、実は文

字よりも「音声」の方が、はるかに

重要なのですが、どうしても「文字」

にとらわれてしまう学生が多いよう

です。あいまいな「音声」は、四角

四面の「規則」よりも、はるかにフ

レキシブルな世界です。「間違って

いるけど、通じる！」というような、

おおらかな気持ちが外国語学習では

大切ではないでしょうか。（ＬＬ研

究室長）

※全文はＬＬ研究室ホームページで

ア
ド
ニ
ス
６６
号
刊
行

校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
６６

号
」
が
１
月
１５
日
に
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
▽

〔
新
春
Ｔ
Ｏ
Ｐ
座
談
会
〕
日

本
の
未
来
は
「
知
」
が
拓
く
。

（
日
髙
義
博
理
事
長
、
矢
野

建
一
学
長
、
甘
竹
秀
雄
校
友

会
長
）
▽
わ
れ
ら
専
修
人
特

別
編
∥
専
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集

部
▽
体
育
会
監
督
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
∥
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

高
橋
裕
一
監
督

１１
月
３
日
付
で
発
表
さ
れ

た
専
修
大
学
関
係
の
秋
の
叙

勲
者
は
次
の
と
お
り
（
１
月

１４
日
現
在
判
明
分
）

◇
瑞
宝
双
光
章

上
田

輝
男
氏
（
う
え
だ
・

て
る
お
∥
昭
３９
法
）

〈
修
交
会
新
年
会
〉

▽
１
月
２０
日
１８
時
開
会
▽
東

京
メ
ト
ロ
四
谷
三
丁
目
駅
徒

歩
１
分
東
京
ガ
ス
「
四
谷
ク

ラ
ブ
」

成
瀬
利
明
☎
０
４

３
・
２
７
６
・
１
８
６
８

〈
二
鳳
会
新
年
会
〉

▽
２
月
１
日
１８
時
▽
東
京
メ

ト
ロ
田
原
町
駅
徒
歩
６
分

「
浅
草
ど
ぜ
う
飯
田
屋
」


新
堀
明
☎
０３
・
３
３
９
５
・
７

４
２
７

坂
井
さ
ん
が
寄
付

評
議
員
の
坂
井
寿
憲
さ
ん

（
昭
２３
専
政
）
が
１２
月
４

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
来

訪
、
教
育
研
究
振
興
協
力
資

金
（
体
育
振
興
含
む
）
と
校

友
会
に
寄
付
を
贈
ら
れ
た
。

専
修
大
学
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
室
を
設
置
し
、
専
修
大
学
に

お
け
る
学
生
及
び
教
職
員
に
よ
る
キ
ャ
ン

パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
、
す
な
わ

ち
、
そ
の
防
止
の
た
め
の
啓
蒙
活
動
、
並

び
に
、
相
談
及
び
措
置
を
行
っ
て
い
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
発
生
予

防
の
た
め
に
も
、
学
生
及
び
教
職
員
は
、

相
互
に
、
次
の
点
に
配
慮
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

①
各
人
の
性
格
や
個
性
の
違
い
を
理
解

す
る
と
と
も
に
、
お
互
い
の
人
格
を
尊
重

し
合
う
こ
と
②
す
べ
て
の
構
成
員
は
、
お

互
い
が
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
い

う
意
識
を
持
つ
こ
と
③

修
学
上
、
あ
る
い
は
職

務
上
の
上
位
者
は
、
自

ら
の
言
動
の
も
つ
影
響

力
を
自
覚
し
、
常
に
相

手
へ
の
配
慮
を
保
つ
こ

と
④
指
導
す
る
立
場
に

あ
る
者
は
、
キ
ャ
ン
パ

ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

研
究
す
る
権
利
、
教
育

を
受
け
る
権
利
及
び
良
好
な
環
境
で
就
労

す
る
権
利
な
ど
を
侵
す
人
権
侵
害
行
為
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
研
究
、
教
育
の
本

来
の
あ
り
方
を
踏
み
外
す
こ
と
の
な
い
よ

う
、
日
ご
ろ
か
ら
十
分
に
注
意
す
る
こ
と

⑤
自
ら
の
言
動
が
誤
解
を
招
か
な
い
よ
う

に
、
日
ご
ろ
か
ら
周
囲
と
十
分
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
よ
う
に
心
が
け
、

相
互
の
信
頼
関
係
を
保
つ
べ
き
と
な
ろ

う
。こ

れ
ら
の
配
慮
は
、
専
修
大
学
に
関
係

す
る
勉
学
以
外
の
サ
ー
ク
ル
な
ど
も
含
め

た
全
て
の
局
面
に
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ

る
が
、
と
り
わ
け
、
少
人
数
教
育
が
行
わ

れ
る
学
部
の
演
習
科
目
、
大
学
院
及
び
専

門
職
大
学
院
な
ど
に
お
い
て
は
、
学
生
及

び
教
職
員
の
距
離
が
近
い
こ
と
も
あ
り
、

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
発
生
す

る
危
険
性
が
高
く
、
そ
の
問
題
も
深
刻
と

な
り
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

学
生
及
び
教
職
員
は
、
相
互
に
、
こ
れ
ら

の
点
に
よ
り
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

（
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
室
員
・
滝
沢
誠
）

専修大学は、１８８０年（明治１３年）の創

立以来、多くの方々に支えられて今日

に至っております。

現在、「学生を基本に据えた大学づく

り」を念頭に置き、人間性豊かな倫理

観のある人材の育成を目指し、骨太の

大学改革に取り組んでおります。創立

１４０年、そして１５０年に向けてさらなる

躍進を続けるために、皆様方のご支

援、ご協力を賜りますことを切にお願

い申し上げます。

専修大学募金局 ☎０３・３２６５・３１５７

※詳しくはホームページをご覧くださ

い。ネットバンクを使ったホームペ

ージからの振り込みと、コンビニエ

ンスストアからの振り込みができる

ようになりました。

◀

警
視
庁
犯
罪
被
害
者
支
援
室
・
警
察
官
の
指
導
で

 護身術実技演習 

〝もしも〟に対応

大
学
院
と
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

外
国
語
の
つ
づ
り
と
音

寺尾 格 経済学部教授

ー●２６●ー

ドドイイツツ語語

学
生
部
主
催
２
講
座

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

保

健

室

健
康
講
座

「
や
に
け
ん
」体
験

叙叙
勲勲
受受
章章
者者

教育研究振興協力資金募金のお願い

▲ 講演を聴く学生たち

▼

右
か
ら
矢
野
学
長
、
日
髙

理
事
長
、
坂
井
さ
ん
。
左

端
は
同
行
の
江
原
永
一
さ

ん
（
昭
４４
商
）

O'chobo

（文２）光陰矢の如し
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